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カンボジア報告 

ちょっといい話？ ―インドネシアから― 

インドネシアで活動を開始してから今日までの約10

年間、経済危機・暴動・テロ・災害・腐敗政治など耳を

ふさぎたくなるような話題が多々あります。そんなイン

ドネシアで私が活動を実施し、生活してこられたのは、

現地の人々の支えがあったからだと思っています。

表面的にはPHJが支援者的立場で、インドネシアの

人々が受益者です。しかし活動の場面以外で、しばしば

私は彼らに助けられながら今日に至ったのは事実です。

ある日、体調がすぐれないで現地に行った時のことで

す。帰り際に診療所の人に袋を渡されました。「これ

何？」と聞くと「ウナギのペペスよ。栄養があるから…。

早く元気になってね。」とお土産です。ペペスというの

はインドネシア料理の1つで、色々なものをバナナの皮

で包んで蒸したり・焼いたりした料理です。

またある時は、「疲れてるでしょ？これ、高蛋白だ

よ。」とテンペ*クラッカーを持たせてくれたり、といっ

た具合です。 *（インドネシア特産の乾燥納豆）

栄養改善活動を実施し

ている私が、一緒に活動

をしている現地の人々に

「健康」に気を使ってもら

い、こんなに親切にして

もらっていいのかしら…

と思いながらも、非常に

嬉しい気持ちでいっぱいになり、元気を貰いました。

「先進国・後進国」「金持ち・貧困」などには関係なく、

私たち人間が生活していく上で「持ちつ持たれつ（Give

and Take）」は大切で、1人では決して生きていけない

ということを再度教えてもらっている気がします。この

ような気持ちになれるのも、インドネシアで活動実施担

当とさせてもらっているからです。これからも人間関係

を大切にして、少しでも良い活動を展開していきたいと

思っています。 （伊藤）

2月カンボジアに出張し、カンボジア事務所スタッフ

と事業経緯や現状、今後の展望の共有を目指しました。

具体的には、テクニカルアドバイザーの岡本氏の協力を

得て、上半期事業評価を中心に、2001年からのPHJカ

ンボジア活動経緯レビュー、新規事業立ち上げに向けた

計画作りをワークショップ形式で行いました。

事業では、診療所が適切な母子保健サービスを提供で

きることを目指しています。モニタリング記録はもとよ

り、診療所や村人とのインタビューを基に、カンボジア

事務所スタッフと評価活動を行いました結果、概ね目標

指標に達していることを確認しました。

今年度で現在の3年事業は終了となります。

今後については、診療所を中心に村のヘルスボラン

ティアや産婆さんといった村人が協力して、自らの努力

で継続的に母子保健サービスを提供できるようPHJは

側面支援を行います。新規事業については、これまでの

経験を活かし、カンボジアでニーズの高い母子保健事業

を計画しています。また、プレイベン州で好評の助産ト

レーニング事業は継続します。今後とも皆様のご支援宜

しくお願いいたします。

（NO39号　リラさん歯科衛生士→歯科医師）　訂正お詫びします

村長宅でいつも親切な診療所の人たちと楽しく雑談

上半期事業評価

月別活動表作成

豆腐ペペス





会 員 の ひ ろ ば  

“縁とは異なものである”という言

葉がある。タイ所長の大谷さんに続き、PHJと慶応大

学SFC（湘南藤沢キャンパス）とのご縁が広がりつつあ

る。筆者は、日本HP在職時代からのご縁で、慶応大

学SFCのキャリア・リソース・ラボの研究員を拝命し

ているが、その関係で、2004年から慶応大学SFCの

非営利組織（NPO・NGO）インターンシッププログラム

のインターン生の受入れをPHJにお願いしている。

その結果、2004年に2名（Oさん、Kさん）、2005年

に1名（Nさん）、2006年に1名（K.Aさん）と、毎年、参

加者が続いている。参加者からの評価の声は非常に高

く、参加後の主な学びやフィードバックとして、①

PHJの存在意義と働く人達のプロ意識の高さ、②支払

対価分の価値提供の視点の重要性、③募金を左右する

のは信頼関係、④NPOで働くことは究極の自己実現、

等々、PHJでのインターンシップの意義とPHJへの感

謝の気持ちがたくさん寄せられている。ちなみに、昨

年度参加のK.Aさんの場合、インターンシップ参加

後、自らの研究の為、タイのPHTを訪れ、学びを深

めたほど、大いに啓発された参加者もいる。この様な

参加者からの高い評価の声が徐々に広がり、慶応大学

SFCの中で、PHJの存在が認識され、注目され始めて

いることはたいへん喜ばしいことである。ちなみに、

企業インターンシッププログラムが一般化しているな

か、NPO・NGOのインターンシッププログラムを提

供している大学は、慶応大学SFC以外にまだ見当たら

ない。一方、PHJにとって、繁忙期の8月にも拘らず、

インターン生を受入れ、気づきや啓発の貴重な機会を

提供頂いており、そのご尽力に対し、紙面を借りて厚

くお礼を申し上げたい。それから、学生のキャリア選

択肢の一つとして、PHJを始めとするNPO・NGOの

就業機会が高まることを願う次第である。

また、インターンシップとは直接の関係がないもの

の、カンボジア所長の中田好美さんも慶応大学SFCご

出身とのこと、この様なご縁の深さを実感すると共

に、今後とも、このご縁を大切にしていきたいと思う

今日この頃である。また、最近の社会的なダイバーシ

ティプログラム支援ブームの流れの中、今回ご紹介の

方々は、何れも女性で、あらためて女性の意識や潜在

能力の高さを感じると同時に、今後の益々のご発展を

期待したい。

PHJと慶応大学SFCとのご縁

前田　恒夫（個人会員）
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昨年の年末募金は総額4,234,945円となりました。

恒例のカレンダー募金、個人の皆様からのご献金、職場での募金袋など様々な形でご支援頂いた結果です。

使途はカンボジアでの母子健康としており、具体的には同国コンポントム州の4診療所の助産師、産婆教

育に使用させていただきます（年間対象妊産婦1900人）。

またコンポントム全州の、特に仮設小屋で出張活動する医療スタッフに対して蚊帳170張りを寄付するこ

とができました。現在、はしかの予防注射を行う時期にありますが、僻地をまわるスタッフには例年マラリ

アが発生したり、睡眠不足による体調不良が出ております。お蔭様で今年は、良い条件で仕事ができると国

立予防接種センターからお礼を頂きました。皆様の毎年のご支援に対し、一同心から御礼を申し上げます。

（大河内）

晩秋の午後、PHJの事務所に一人のご婦人を迎えま

した。一ヶ月前にご主人を亡くされ、お香典の全額を

PHJに寄付するために尋ねて来られました。ご主人は

苦しい闘病生活を6年間続けてきました。健康な時は

人一倍ボランティア活動に熱心で以前よりPHJの大

口個人会員様でもありました。入院中も奥様に会費の

支払いを心配され、ホープニュースもご夫婦でともに

読まれておりました。奥様は開発途上国のアジアの子

編 集 後 記

供たちは十分な治療が受けられない状況をよくご存じ

で、ご主人の意思を尊重し、又、これまで大変お世話

になった周りの皆々様への感謝のお気持ちがPHJへ

のご寄付になりました。PHJは誠に有難くご厚志をお

受けするとともに、謹んで故人のご冥福をお祈りし、

奥様には今後も会員としてホープニュースをお届けす

ることに致しました。

高橋　以和夫

2006年年末募金の報告と御礼


